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守
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、
支
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、
つ
な
ぐ
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特集
人と地域をつなぐ
民生委員・児童委員 問　福祉課 （☎64・4815）

　
「
民
生
委
員
」は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常

勤
の
地
方
公
務
員
で
、無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

て
の
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
定
め
る

「
児
童
委
員
」を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
や
子
ど
も
の
い
る
世
帯
を
中
心
に
、
身

近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
市
福
祉
事
務
所

や
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
地
域

福
祉
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
の
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
に
よ
り「
主
任
児
童
委
員
」に
指
名
さ
れ
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら

子
育
て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

ど
ん
な
人
が
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
な
っ
て
い
る
の
？

　

住
民
の
中
で
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
よ

く
知
り
、
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
な
ど
の
要

件
を
満
た
す
人
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
選
ば
れ
る
対
象
に
な
り
ま
す
。
区
長
会

の
推
薦
や
民
生
委
員
推
薦
会
で
の
選
考
な

ど
を
経
て
厚
生
労
働
大
臣
に
推
薦
さ
れ
、

委
嘱
を
受
け
ま
す
。

　

本
市
で
は
１
０
０
人
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員（
う
ち
9
人
は
主
任
児
童
委
員
）が

活
動
中
で
、
令
和
３
年
度
は
約
１
４
０
０

件
の
相
談
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
以
降
で
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
紹

介
し
ま
す
。　

　一人暮らしの高齢者や生活上の問題を抱えている人を定
期的に訪問し、安否確認や見守り活動、お弁当の配達など
をしています。訪問時には、健康状態の確認や振り込め詐
欺などの犯罪被害防止の啓発も行っています。
　また、日常生活の悩みや心配事の相談に応じ、福祉サー
ビスの情報をお知らせし、必要な支援が受けられるよう関
係機関とのつなぎ役になっています。

見守り訪問、安否確認、生活状況の把握

　子どもたちが犯罪に巻き込まれたり事故に遭ったりしな
いように、登下校の時間帯に通学路に立って、見守りやあ
いさつ運動をしています。また、夜間パトロールや啓発活
動に参加し、安全で安心なまちづくりを推進する活動にも
協力しています。
　その他、災害発生時には、自主防災組織の活動と連携し
て、支援が必要な人を援助します。

地域の安心と安全を守る

　民生委員・児童委員は市内の５つの区域ごとに「民生委
員児童委員協議会」を組織して活動しています。月に１回

「定例会」を開催して、一人一人の委員が活動の中で知った
ことや、市役所などからのお知らせを共有します。
　課題解決に向け、民生委員・児童委員と行政など関係機
関が協力し合って取り組んでいます。

関係機関・団体との連携 民生委員・児童委員、主任児童委員の活動のイメージ図

民生委員・児童委員

主任児童委員

連携・協力
連
携
・
協
力

世帯状況の把握

相談

援助

担当区域
・高齢者のいる世帯
・障がい者のいる世帯
・生活に困窮している
   世帯
・子どものいる世帯
　など

関係機関
・市福祉事務所
・福祉団体
・自治会
・学校
・児童センター
　など

人と人との交流を支援

　市や社会福祉協議会などが実施する福祉事業に協力した
り、高齢者の居場所づくりに取り組んだりしています。学
校や子育て支援センター、児童センターなどが行う子ども
向けの行事や事業にも協力し、地域の子どもたちや子育て
家庭を支援しています。
　また、地域住民のつながりづくりや世代間交流などを目
的に、子どもたちや一人暮らし高齢者を対象とした交流会
を実施しています。

情報提供

【特集　民生委員・児童委員】

民生委員・児童委員の活動紹介
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民生委員・児童委員一覧

担当行政区 氏名
春日一丁目中区、春日
一丁目下区 黒田美惠子

春日一丁目上区、春日
二丁目西区 奥島　順子

春日二丁目東区 宮本　信
し ん じ

治
国時町 中島　雅

まさはる

治
春日三丁目上区、若杉町 前田美智子
春日三丁目中区、春日
三丁目下区 山本　正美

上篠座1区・2区、西里 大
おおどう

藤　通代
高砂町1区、天神町 松田　幸

さ ち こ

子
高砂町2区、糸魚町 髙村　幸

こ う じ

志
高砂町3区・4区・5区 分

わ け の

野　啓子
春日野 中村由美子
篠座町 木㔟　房子
弥生町1区・2区、幸町 加藤美恵子
有明町 嶋田　益

ま す み

美
月美町 石橋真由美
美川町1区・2区 酒井　隆一
清和町、美里町 松尾　慶子
吉野町 北川　正幸
日吉町1区・2区 國枝勢津子
日吉町3区・4区・5区・
6区 森下佳代子

明倫町1区・2区、元町
1区 木戸口正和

明倫町3区・4区・5区 林田　美鈴
泉町1区・3区 鉱崎　昭

しょうじ

治
泉町2区、城町1区 井野部健次
城町2区・3区 松本由岐子
清瀧 山岸　竜己
水落町1区・2区 前田　英樹
本町1上区・下区・本
町2上区・下区、要町 千味　孝典

本町5区、錦町1・2・
3区 宮田　博行

元 町2区・3区・4区、
本町3上区・下区・本
町4区

木㔟　公
きみあき

明

元 町5区・6区、 大 和
町1区・2区・3区 亀岡　恵子

■大野地区（大野公民館☎66・2828）

民生委員・児童委員（敬称略）
担当行政区 氏名

西市、庄林、矢、北大野 清水　進治
太田、大矢戸、小矢戸、
西大月、東大月 脇本　玲子

中津川 東方　容
よ う こ

子
南新在家、横枕 葊瀨　妙子
堂本、友江、若里 大畑　十三
中挾一丁目、中挾二丁目 出雲　美幸
中挾三丁目 綿矢泰

た み こ

巳子
中保、菖蒲池 岡田美千代
中荒井町一丁目 小林　　進
新町、城北町 近藤　敏朗
中荒井町二丁目 田中　眞

し ん じ

次
陽明町一丁目1区・2区 高柳　一則
陽明町二丁目 宮澤喜美子
陽明町三丁目、陽明町
四丁目 阿部　靜枝

■下庄地区

■乾側地区（乾側公民館☎66・3756）
担当行政区 氏名

大門 中村　啓
け い こ

子
尾永見、坂戸 藤原　文江
犬山、花山 嶋田　嘉

よしかず

一
下丁、中丁、上丁 嶋田　靖子

■小山地区（小山公民館☎66・2468）
担当行政区 氏名

下舌、下舌下1区、千歳 平尾　昭重

上舌、阿難祖地頭方、
阿難祖領家

大谷　祐次

上黒谷、下黒谷、上荒
井、深井、飯降

小山佳代子

新庄 松田　初子

鍬掛、右近次郎、
南春日野

北野　春美

■上庄地区（上庄公民館☎64・1200）
担当行政区 氏名

大西出、中西出 島口由美子
中村町、荒子町、木本
領家 加藤　一代

森山、西山 山岸　弘
ひ ろ じ

治
平沢、今井 山本富士子
上五条方、下五条方、
佐開 妙願美由紀

稲郷、上据、野中 川端八重子
東山、御給、友兼、開発 北村　和彦
森政領家、医王寺、森
政地頭、北御門 羽生　明美

下郷、猪島、中据、榎 小島　雅彦

担当行政区 氏名
西据、下据、吉 安下　悦子
東中 木下　貞枝

■上庄地区

■富田地区（富田公民館☎66・4101）
担当行政区 氏名

木 落、 蕨 生（ 城 地 出、
中出） 城地富士子

蕨生（上唯野、中休） 泉　　博子
塚原、新塚原 岸山　靜江
下唯野、七板 松田ひとみ
土打、富塚 大葊喜与美
上野 葊田　啓子
富嶋、新田 松田かをる
森目、新河原、土布子 松田　重幸
下麻生嶋、川上 堂前とし子
田野、井ノ口 髙田小百合

担当行政区 氏名
南六呂師 長谷部祐圓
橋爪、蓑道 南川　政美
落合、堂嶋、金山、小
黒見 黒田　宗雲

柿ケ嶋、八町、森本 米澤せつ子
松丸、萩ケ野、石谷 石塚　憲治
花房、不動堂 平

ひら

　　正
ま さ じ

治
伏石、大月、御領 伊藤　好

よしはる

治

■阪谷地区（阪谷公民館☎67・1111）

■五箇地区（五箇公民館☎65・6805）
担当行政区 氏名

上打波、東勝原、西勝原 林　　治彦

■下庄地区（下庄公民館☎66・2142）
担当行政区 氏名

上中野（1～5部） 松間　文
ふみたか

孝
上中野（6～7部） 鈴木　徳義
下中野 谷口　誠一
東中野 前田　美

よ し え

惠

■和泉地区（和泉公民館☎78・2110）
担当行政区 氏名

角野、板倉、朝日 宮下　　隆
川合、貝皿、ぶなの木
台、後野、前坂 三嶋　利昭

下大納、上大納 吉岡　惠子
下山 林　　久雄

担当地区 氏名
大野地区 杉原　眞一
大野地区 兼井　住子
下庄地区 太田　温子
乾側地区 坂本　智子
小山地区 南居　光枝
上庄地区 羽生三千代
富田地区 中村いづみ
阪谷地区 木下美登里
和泉地区 表　　茂美

主任児童委員（敬称略）

　この度、任期満了による民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、100人の皆さんが委嘱されました。お住ま
いの区域の委員の連絡先は、最寄りの公民館または福祉課へ問い合わせてください。

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
を

　
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
知
り
た

い
」「
子
育
て
の
悩
み
を
聞
い
て
ほ
し

い
」「
高
齢
に
な
り
、
一
人
暮
ら
し
で
心

細
い
」

　
こ
の
よ
う
な
悩
み
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
、
相
談
し
た
人
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ

い
て
知
り
た
い
場
合
、
ま
た
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
場
合
は
、
福
祉
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

民生委員・児童委員の声

・
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
住

民
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
あ
り

が
た
い
存
在
で
す

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
の
民
生
委
員
さ
ん

と
の
会
話
や
お
弁
当
に
貼
っ
て
あ
る

絵
手
紙
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す

・
体
調
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
を
相
談
し

た
と
き
、
す
ぐ
に
関
係
機
関
に
つ
な

い
で
く
れ
て
、
福
祉
用
具
を
レ
ン
タ

ル
す
る
こ
と
が
で
き
助
か
り
ま
し
た

民生児童委員　宮下 隆さん
（角野、板倉、朝日）

主任児童委員　兼井 住子さん
（大野地区）

民生児童委員　奥島 順子さん
（春日一丁目上区、春日二丁目西区）

相
談
者
の
思
い
を
く
み
取
る

地
域
の『
子
育
て
応
援
団
』

身
近
な
地
域
の
役
に
立
ち
た
い

　

主
任
児
童
委
員
と
し
て
、
子
ど
も
や
子

育
て
に
関
す
る
支
援
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

地
域
の『
子
育
て
応
援
団
』と
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
健
康
で
幸
せ
に
育
つ
よ
う
に

手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

登
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
子
ど

も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ

だ
け
で
は
な
く「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」「
気

を
付
け
て
ね
」、
下
校
時
に
は「
お
か
え
り

な
さ
い
」な
ど
地
域
で
の
声
掛
け
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

私
が
所
属
す
る「
中
部
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
」で
は
、
児
童
委
員
と
協
力
し

て
、
映
画
会
や
児
童
セ
ン
タ
ー
の
行
事
支

援
、
公
園
の
巡
回
・
安
全
点
検
な
ど
、
子

ど
も
に
関
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
を
見
て
、

私
た
ち
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
た
ち
と
の
信
頼

関
係
を
深
め
、
学
校
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
大
切
に
し
て
、
地
域
の『
子
育
て
応
援

団
』の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昔
と
比
べ
社
会
が
複
雑
に
な
り
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
求
め
ら
れ
る
知
識
も

増
え
、
関
係
す
る
機
関
も
多
く
な
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

相
談
者
の
人
生
を
少
し
で
も
好
転
で
き
る

よ
う
、
日
々
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

相
談
者
の
中
に
は
、
遠
慮
し
て
な
か
な

か
困
り
事
を
話
せ
な
い
人
も
い
ま
す
。
相

談
者
の
声
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
状
況
な

ど
か
ら
も
そ
の
人
が
望
ん
で
い
る
こ
と
が

何
な
の
か
を
く
み
取
り
、
適
切
な
関
係
機

関
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

和
泉
地
区
で
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
月
に
１
回
、
大
野
市
街
地
ま
で
地

区
住
民
と
バ
ス
で
買
い
物
に
出
掛
け
る「
買

い
物
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。
住
民
か
ら
は「
買
い
物
が
楽
に
な
り
、

交
流
も
楽
し
め
る
」と
い
っ
た
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
行
事
や
学
校
行
事
な

ど
に
参
画
し
て
、、
住
民
同
士
の
交
流
を
深

め
、
皆
さ
ん
が
幸
せ
に
生
活
で
き
る
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

自
治
会
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

推
薦
を
受
け
、
地
域
の
た
め
に
何
か
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
い
、
引
き
受
け
ま
し
た
。

私
自
身
、
人
と
交
流
す
る
の
が
好
き
な
の

で
、楽
し
み
な
が
ら
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
見
守
り
訪
問
で
は
、

訪
問
を
楽
し
み
に
待
っ
て
く
れ
る
人
も
い

て
、「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
活
動
の

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
す
る
上
で
、
相
手
の
話
を
し
っ

か
り
、
丁
寧
に
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
困
り
事
の
相
談
を
受
け
た
り
、

話
が
盛
り
上
が
っ
た
り
し
て
、
１
時
間
以

上
お
話
を
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
訪
問

し
た
お
宅
が
留
守
の
と
き
は
、
手
書
き
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
置
い
た
り
、
ご
近
所
の
人

か
ら
様
子
を
伺
っ
た
り
し
て
、
つ
な
が
り

が
途
絶
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
、
業
務
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

研
修
も
受
け
て
い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
何
で
も
お
気
軽
に
相
談
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
声

【特集　民生委員・児童委員】 【特集　民生委員・児童委員】
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空
き
家
の
屋
根
雪
を
放
置
す
る
と
落
雪

や
倒
壊
な
ど
で
近
隣
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
は
所
有
者
や
管
理
者
が
責
任
を

持
っ
て
適
切
に
管
理
す
べ
き
も
の
で
、
空

き
家
を
放
置
し
他
人
に
損
害
を
与
え
た
場

合
は
、
所
有
者
や
管
理
者
が
損
害
賠
償
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
雪
下

ろ
し
や
除
排
雪
を
行
う
な
ど
、
空
き
家
の

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
冬
季
に
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
こ
る
と
、

移
動
時
や
避
難
所
に
着
い
て
か
ら
も
寒
さ

を
し
の
ぐ
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

冬
の
時
期
に
は
通
常
の
非
常
持
出
品
に
加

え
て
、
防
寒
着
や
毛
布
、
使
い
捨
て
カ
イ

ロ
な
ど
耐
寒
用
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　　

自
分
で
住
宅
の
雪
下
ろ
し
な
ど
を
行
う

こ
と
が
困
難
な
世
帯
を
対
象
に
、
作
業
者

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
は
無
料
で
す

が
、
作
業
は
有
料
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
必
ず
事
前

に
当
事
者
同
士
で
作
業
内
容
や
料
金
、
交

通
費
の
有
無
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

◇
作
業
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
人

　

防
災
防
犯
課
に
電
話
か
メ
ー
ル
、
オ
ン

ラ
イ
ン（
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
）で
作
業

者
名
簿
の
送
付
を
依
頼
し
、
そ
の
名
簿
を

基
に
自
分
で
作
業
者
に
電
話
し
作
業
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
作
業
者
名
簿
は
、
12

月
上
旬
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

ま
す
。

※
作
業
者
名
簿
に
は
、
作
業
者
ご
と
に
建

坪
23
坪
の
総
２
階
建
て
住
宅
で
、
積
雪

１
㍍
分
の
雪
下
ろ
し
を
行
っ
た
場
合
の

標
準
的
費
用
を
記
載
し
て
い
ま
す

◇
作
業
者
と
し
て
登
録
し
た
い
人

　
申
請
書
を
防
災
防
犯
課（
市
役
所
２
階
�

番
窓
口
）に
持
参
か
メ
ー
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン

（
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
）で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
大
雪
に
な
る
と
作
業
者
が
不
足
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
作
業
が
で
き
る
人
や

団
体
は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

問　
防
災
防
犯
課 （
☎
64
・
４
８
０
０
）

　
電
子
メ
ー
ル　

bosai@city.fukui-ono.lg.jp

　

道
路
の
除
雪
は
、
建
設
整
備
課
と
県
奥
越

土
木
事
務
所
が
行
い
ま
す
。
車
道
は
積
雪
深

10
㌢
を
超
え
、
さ
ら
に
降
雪
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
除
雪
車
が
出
動
し
ま
す
。
ま
た
、
最

重
点
除
雪
路
線
は
５
㌢
、
歩
道
は
20
㌢
を
超

え
る
場
合
に
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
五
つ

の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

①
路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い

②
家
の
前
の
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
交
通
の
妨
げ
に
な
り
ま
す

③
屋
根
雪
は
早
め
に
下
ろ
し
ま
し
ょ
う
。
下

ろ
し
た
雪
が
道
路
に
出
た
場
合
、
速
や
か

に
始
末
し
て
く
だ
さ
い

④
交
通
渋
滞
を
避
け
る
た
め
、
道
路
除
雪
は

夜
間
や
早
朝
に
行
い
ま
す
。
騒
音
な
ど
を

伴
い
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
除
雪

し
た
雪
の
始
末
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い

⑤
田
畑
や
空
き
地
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
雪
の
一
時
堆
積
場
所
と
し
て
の
利
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

流
雪
溝
や
水
路
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
雪
が

詰
ま
る
と
、
下
流
域
で
水
が
溢
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
床
下
浸
水
な
ど
の
家
屋
被
害
に

つ
な
が
る
の
で
、
流
雪
溝
の
利
用
は
、
次
の

四
つ
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
除
雪
の
あ
る
日
や
土
、
日
曜
日
は
各
家
庭

の
雪
か
き
が
集
中
し
ま
す
。
同
じ
流
雪
溝

な
ど
を
使
用
す
る
区
で
は
、
事
前
に
区
内

で
連
絡
調
整
を
行
い
作
業
し
て
く
だ
さ
い

②
雪
は
細
か
く
砕
い
て
流
し
て
く
だ
さ
い
。

機
械
で
雪
を
大
量
に
入
れ
る
と
、
水
が
溢

れ
、
家
屋
が
浸
水
す
る
原
因
と
な
り
、
多

く
の
人
に
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す

③
流
雪
溝
な
ど
の
水
量
が
少
な
い
と
き
は
、

無
理
に
雪
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

④
開
閉
式
の
ふ
た
を
開
け
て
排
雪
す

る
と
き
は
、
赤
布
な
ど
で
目
印
を

し
、
歩
行
者
や
車
が
確
認
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
作
業
終
了

後
は
、
通
行
の
危
険
防
止
、
除
雪

機
械
に
よ
る
破
損
防
止
の
た
め
、

ふ
た
を
元
ど
お
り
路
面
と
同
じ
高

さ
ま
で
確
実
に
閉
め
て
く
だ
さ

い
。
除
雪
作
業
員
の
け
が
防
止
の

た
め
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い

そ
の
他

　

公
共
施
設
の
駐
車
場
で
の
夜
間
駐

車
は
除
雪
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
絶

対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

作
業
中
は
多
量
の
汗
を
か
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

雪への備えと助け合い
　冬季の雪下ろしや除雪などでは地域の連携が不可欠です。　冬季の雪下ろしや除雪などでは地域の連携が不可欠です。
冬を迎えるに当たってのルールやマナーをみんなで話し合い、冬を迎えるに当たってのルールやマナーをみんなで話し合い、
協力して雪の季節を過ごしましょう。協力して雪の季節を過ごしましょう。

12月１日から７日は「雪に備える週間」

　

屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
で
出
た
雪
は
、
地

図
に
示
し
た
雪
捨
て
場
に
捨
て
て
く
だ
さ

い
。
小
型
車
は
赤
根
川
沿
い
の
亀
山
橋
付

近
、
大
型
車
は
真
名
川
西
の
富
田
大
橋
下

流
と
君
ケ
代
橋
上
流
の
２
カ
所
で
す
。
受

け
入
れ
時
間
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
８

時
ご
ろ
ま
で
で
す
。

問　
建
設
整
備
課 （
☎
64
・
４
８
１
２
）

　

道
路
に
雪
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
こ
と

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
家
用

車
で
外
出
す
る
と
き
は
、
除
雪
に
伴
う
交

通
規
制
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
大
雪
時
は
不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
る

②
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

③
ス
タ
ッ
ク
に
備
え
て
チ
ェ
ー
ン
、
ス

コ
ッ
プ
、
牽
引
ロ
ー
プ
な
ど
を
車
に
載

せ
て
お
く

④
運
転
す
る
車
の
牽
引
フ
ッ
ク
の
場
所
を

確
認
す
る

⑤
冬
用
タ
イ
ヤ
な
ど
を
装
着
す
る（
雪
道

を
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
で
走
る
と
罰
則
が

あ
り
ま
す
）

⑥
出
掛
け
た
先
に
駐
車
場
が
確
保
さ
れ
て

い
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る

⑦
み
ち
情
報
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
を
活
用
し
、

主
要
道
路
の
降
雪
状
況
を
確
認
す
る

問　
県
道
路
保
全
課

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
４
７
７
）

▲
みち情報ネット
ふくいはこちら

　
　
道
路
除
雪
に
ご
協
力
を

　
　
流
雪
溝
の
利
用
は
適
切
に

　
　
雪
捨
て
場
は
３
カ
所

　
　
降
雪
時
の
外
出
は
慎
重
に

空
き
家
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す

雪
下
ろ
し
作
業
者
を
紹
介
し
ま
す

大野高校

開成中

結とぴあ

市役所

亀山駐車場

排雪車両が多いときは
待機場所とします

中野

新町

亀山亀山橋

六間通り

R158

R158

R158

至福井

下庄小

三
番
通
り

赤
根
川

雪
捨
て
場

吉

井ノ口

真名川
憩いの島

堂本

中保

富田大
橋

君ケ代
橋

R158

R157

浄化センター

JA
カントリー

真
名
川

雪捨て場

雪捨て場
進
行
方
向

大型車（４㌧以上）の雪捨て場 小型車（４㌧未満）の雪捨て場

非
常
持
出
品
に
耐
寒
用
品
を
加
え

ま
し
ょ
う

亀山橋付近は通学路となって亀山橋付近は通学路となって
いますので、通学の妨げとないますので、通学の妨げとな
らないようご協力くださいらないようご協力ください

▲ 詳しくはこちら

作業者として
登録できる人

作業者を紹介作業者を紹介
してほしい人してほしい人

①名簿に登録

防災防犯課作業者名簿

②問い合わせ
③名簿を送付

④名簿を基に作業を依頼
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表
彰
を
受
け
た
の
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与
▼
齊

藤
總
一
郎（
中
据
）行
政
委
員
と
し

て
13
年
余
▼
古
瀬
德
和（
本
町
）区

長
と
し
て
15
年
余
▼
石
田
光
義

（
太
田
）区
長
と
し
て
15
年
余
▼
櫻

井
勇
治（
小
黒
見
）区
長
と
し
て
15

年
余
▼
田
中
彰
治（
角
野
）区
長
と

し
て
16
年
余

　
産
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
▼
田

中
九
平
治（
南
新
在
家
）土
地
改
良

区
役
員
と
し
て
22
年
余

　
教
育
文
化
の
振
興
に
寄
与
▼
今

村
國
子（
元
町
）学
校
薬
剤
師
と
し

て
20
年
余
▼
松
田
富
美
子（
右
近

次
郎
）社
会
教
育
関
係
団
体
役
員

と
し
て
30
年
余
▼
岩
田
繁
憲（
不

動
堂
）体
育
関
係
団
体
役
員
と
し

て
33
年
余

　
交
通
安
全
の
推
進
に
寄
与
▼
山

田
太
郎（
中
挾
）交
通
指
導
員
と
し

て
15
年
余

　
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与
▼
松

田
祐
一（
要
町
）保
健
衛
生
関
係
団

体
役
員
と
し
て
15
年
余

　
消
防
団
の
発
展
に
寄
与
▼
多
田

繁
男（
森
本
）消
防
団
員
と
し
て
30

年
余
▼
臼
井
栄
治（
高
砂
町
）消
防

団
員
と
し
て
30
年
余

▼
大
野
高
等
学
校「
高
齢
者
を
た

す
け
隊
」チ
ー
ム　
第
２
回「
全
国

高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
甲
子
園
」決
勝

大
会
に
お
い
て
、
空
き
校
舎
を
活

用
し
、
高
齢
者
や
若
者
が
集
え
る

施
設
に
す
る
な
ど「
高
齢
に
な
っ

て
も
住
み
や
す
い
街
に
」を
提
案

し
、
そ
の
内
容
に
加
え
て
、
事
前

調
査
な
ど
の
行
動
力
や
質
疑
応
答

で
の
的
確
な
受
け
答
え
が
評
価
さ

れ
最
上
位
賞
の「
最
優
秀
賞
」を
受

賞
し
、
本
市
の
名
を
高
め
た

問　
総
務
課 （
☎
64・
４
８
２
０
）

自
治
振
興

産
業
振
興

消
　
　
防

交
　
　
通

市
長
特
別
表
彰「
輝
き
大
賞
」

教
育
文
化

功績をたたえ功績をたたえ

　11月３日、結とぴあで令和４年度市政功労者と市長特別表彰の表彰式を行いました。
本市のさまざまな活動に関わり、市政の発展に貢献した13人と市長特別表彰「輝き大賞」
に１団体が選ばれました。

受章・受賞おめでとうございます
各分野で活躍された団体や個人が、その功績を認められ表彰されましたので、紹介します。

保
健
衛
生

市政功労者・輝き大賞受賞者を表彰市政功労者・輝き大賞受賞者を表彰

冬の火災予防のお願い

　寒さの厳しい季節になり、暖房器具などによる火災が起こりやすくなります。次のことに注意し、火災を防ぎ
ましょう。

■ストーブ
・ストーブの上で洗濯物を干したり、近くに燃えやす

い物を置いたりしない
・スプレー缶やカセットボンベを近くに置いたり、近

くで使用したりしない
・寝るときや外出時は必ず消火する
・カートリッジタンクはふたを確実に閉め、油漏れが

ないか確認する
・消火してから給油し、給油中はそばを離れない
※近年では石油ストーブだけでなく、電気ストーブに

よる火災も多く発生していますので、電気ストーブ
でも注意して使用しましょう

■ホームタンク
・給油後はバルブをしっかり閉める
・配管の周りを除雪し、雪による配管の破損を防ぐ

■ガスボンベ
・ボンベの周りを除雪し、雪による配管の破損を防ぐ
・除雪するときは、ボンベと配管を傷つけないように

注意する

■雪囲いと避難
・雪囲いや積雪があるときも避難できるよう、避難口

を確保する

■消火栓などの管理のお願い
・除雪や雪下ろしで、消火栓や防

火水槽の採水口をふさがないよ
うにする

問　消防署予防課 （☎64・4899）

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

　
秋
の
叙
勲
　
旭き

ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章

庭
山
麗
子
さ
ん（
中
野
）

　
昭
和
52
年
に
歯
科
技
工
士
と
な
り
、
歯
科
医
療

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
県
歯
科
技
工
士
会

会
長
や
日
本
歯
科
技
工
士
会
常
務
理
事
も
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
秋
の
叙
勲
　
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

前
田
早
苗
さ
ん（
水
落
町
）

　
45
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
福
祉
施
設
で
指

導
員
、
介
護
職
員
と
し
て
勤
務
し
、
利
用
者
の
豊

か
な
生
活
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
の
叙
勲
　
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

浦
山
一
郎
さ
ん（
木
本
）

　
昭
和
55
年
に
大
野
地
区
消
防
組
合
大
野
消
防
団

に
入
団
。長
年
に
わ
た
り
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
、

大
野
市
消
防
団
の
分
団
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
叙
勲
　
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

石
田
欽
一
さ
ん（
下
麻
生
嶋
）

　
長
年
に
わ
た
り
教
員
と
し
て
教
育
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
有
終
東
小
学
校
の
校
長
も
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
秋
の
褒
章
　
藍ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

岩
田
繁
憲
さ
ん（
不
動
堂
）

　
平
成
10
年
よ
り
保
護
司
と
な
り
、
更
生
保
護
事

業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
大
野
地
区
保
護

司
会
副
会
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
褒
章
　
藍ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

脇
本
浩こ
う
じ嗣
さ
ん（
小
矢
戸
）

　
平
成
10
年
よ
り
自
然
公
園
指
導
員
と
し
て
、
白

山
国
立
公
園
や
奥
越
高
原
県
立
自
然
公
園
の
登
山

道
の
点
検
や
整
備
、
登
山
者
へ
の
適
正
な
指
導
な

ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

常
脇
昭
葊
さ
ん（
西
市
）

　
警
察
官
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
犯
罪
や
事
故

の
抑
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
生
保
護
活
動

　
法
務
大
臣
表
彰

朝
日
正
幸
さ
ん（
美
川
町
）

山
口
明
美
さ
ん（
中
野
）

　
保
護
司
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
保
護
観
察
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
保
健
お
よ
び
学
校
安
全
表
彰

　
文
部
科
学
大
臣
表
彰

臼
井
淳じ
ゅ
んさ

ん（
元
町
）

　
学
校
医
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
学
校
保
健
の

普
及
と
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

大
野
長
生
会
第
26
ク
ラ
ブ

　
長
年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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　第430回市議会定例会が、11月28日から
12月15日までの18日間開催されます。この
うち本会議が開催されるのは４日間です。本
会議の開会時間は、いずれも午前10時を予定
していますが、開会前の会議により遅れる場
合もあります。
問　議会事務局 （☎64・4830）

会議日程 審議などの内容

11月28日月 本会議（決算特別委員長報告、質疑、討論、採決、
議案上程、提案理由説明）

12月５日月 本会議（一般質問）
６日火 本会議（一般質問、請願・陳情上程）
７日水 午前10時　産経環境常任委員会
８日木 午前10時　教育民生常任委員会
９日金 午前10時　総務生活常任委員会

12日月 午前10時　人口減少対策特別委員会
午後１時　未来へつなぐまちづくり特別委員会

15日木 本会議（各委員長報告、質疑、討論、採決）
※予定のため、変更になる場合があります

12月の議会日程をお知らせします

 

市
民
生
活
・
統
計
課
窓
口

　
市
民
生
活
・
統
計
課
の
窓
口
業
務
は
、

12
月
28
日
水
ま
で
で
す
。
年
明
け
は
１

月
４
日
水
か
ら
通
常
業
務
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
な
ど
の
交
付

も
28
日
水
ま
で
と
な
り
、
29
日
木
か
ら

１
月
３
日
火
ま
で
は
交
付
が
で
き
な
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
票
と
税
証
明
書
は
28
日
水
の
午
後

５
時
15
分
ま
で
に
電
話
で
予
約
す
れ
ば
、

休
み
の
間
に
時
間
外
窓
口
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
受
取
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　

出
生
や
婚
姻
、
死
亡
な
ど
戸
籍
の
届

け
出
は
、
休
み
の
間
も
時
間
外
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

問　
市
民
生
活
・
統
計
課 （
☎
64
・
４
８
１
０
）

 
ご
み
収
集

　

ご
み
収
集
は
30
日
金
ま
で
で
す
。

ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
へ
の
ご
み

の
持
ち
込
み
も
、
30
日
金
ま
で
。
年
明

け
は
、
１
月
４
日
水
か
ら
収
集
し
ま
す
。

問　
環
境
・
水
循
環
課 （
☎
64
・
４
８
２
８
）

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合 （
☎
66
・
６
６
９
０
）

 

し
尿
く
み
取
り

　

し
尿
の
く
み
取
り
業
者
は
、
29
日
木

か
ら
１
月
４
日
水
ま
で
休
業
し
ま
す
。

年
末
は
大
変
混
み
合
う
の
で
、
早
め
に

業
者
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

和
泉
地
区
の
く
み
取
り
は
、
12
月
７

日
水
と
21
日
水
で
す
。
希
望
す
る
人

は
和
泉
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
☎
78
・

２
１
１
１
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
上
下
水
道
課 （
☎
65
・
７
６
７
０
）

 

休
日
急
患
診
療
所

　

休
日
急
患
診
療
所
で
は
、
31
日
土
か

ら
１
月
３
日
火
ま
で
、
内
科
、
外
科
、

小
児
科
の
診
療
を
行
い
、
急
患
に
対
応

し
ま
す
。（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
抗
原
検
査
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
）

　

受
診
す
る
際
は
、
保
険
証
や
医
療
費

受
給
資
格
者
証
、
お
薬
手
帳
か
服
用
し

て
い
る
薬
の
説
明
書
な
ど
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
休
日
急
患
診
療
所

　
（
☎
65
・
８
９
９
９
）

 

図
書
館

　

図
書
館
は
29
日
木
か
ら
１
月
４
日
水

ま
で
休
館
し
ま
す
。

　

12
月
10
日
土
か
ら
２
月
28
日
火
ま
で

は
、
図
書
の
貸
し
出
し
期
間
を
３
週
間

に
延
長
し
ま
す
。
新
着
図
書
や
予
約
が

入
っ
て
い
る
本
は
、
２
週
間
で
す
。

問　
図
書
館 （
☎
65
・
５
５
０
０
）

区　　分
12/28 12/29 12/30 12/31 １/１ １/２ １/３ １/４

水 木 金 土 日 月 火 水

市民生活・統計課窓口 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

ご み 収 集 平常 平常 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

し 尿 く み 取 り 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡

休日急患診療所
（ 診 療 内 容 ） ㊡ ㊡ ㊡

午前９時～正午、午後１時～９時
内科・外科・小児科

※午後８時30分までに来院してください
※緊急を要する場合は、お昼の時間も診療します

㊡

図 書 館 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡

年
末
年
始
の

市
の
し
ご
と

　

12
月
29
日
木
か
ら
１
月
３
日
火
ま
で
、
市
の
一
般
業
務
は

休
み
と
な
り
ま
す
。
窓
口
な
ど
の
年
末
年
始
の
主
な
業
務
は

次
の
と
お
り
で
す
。

12月28日水～令和５年１月４日水の業務内容

　任期満了（２月20日）に伴う市議会議員一般選挙を次のとおり行います。
　問　選挙管理委員会 （☎64・4801）

■
大
野
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
時　

２
月
12
日
日
午
前
７
時
～
午
後

８
時

※
次
の
３
つ
の
投
票
所
は
、
午
前
７
時
～
午

後
６
時
で
す

・
第
23
投
票
所（
南
六
呂
師
集
落
セ
ン
タ
ー
）

・
第
24
投
票
所（
ふ
る
さ
と
自
然
の
家
）

・
第
25
投
票
所（
和
泉
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

開
票
日
時　
２
月
12
日
日
午
後
9
時
15
分
～

開
票
場
所　
結
と
ぴ
あ

定
数　
16
人

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　
１
月
18
日
水
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
結
と
ぴ
あ

■
立
候
補
届
出
受
付（
告
示
日
）

日
時　

２
月
５
日
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

場
所　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

■
期
日
前
投
票

　

 

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
２
月
６
日
月
～
11
日
土
建

国
記
念
の
日
の
間
、
次
の
と
お
り
期
日
前

投
票
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
利
用
し
て

く
だ
さ
い

●
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●
和
泉
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

■
不
在
者
投
票

・ 

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
市
外
に
滞
在（
ま

た
は
居
住
）し
て
い
る
人
は
、
そ
の
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
指
定
病
院
な
ど

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の

施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

・ 

身
体
に
重
度
の
障
が
い
な
ど
が
あ
り
投

票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

あ
ら
か
じ
め「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の

交
付
を
受
け
た
上
で
、
郵
便
な
ど
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染

し
て
い
る
人
は
、
郵
便
な
ど
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す（
濃
厚
接
触
者
は
対

象
外
）

～１月１８日～１月１８日水水に立候補予定者説明会を開催～に立候補予定者説明会を開催～

２月１２日２月１２日日 日 大野市議会議員一般選挙大野市議会議員一般選挙

（標語作：尚徳中２年・湯口耀さん）参加しよう！ あなたが選ぶ　未来の選択

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを
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令和４年度上半期執行状況（９月末現在）

市市
のの
財
政
状
況

財
政
状
況

　
市
で
は
、
毎
年
、
予
算
の
執
行
状
況
や
決
算
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
の
使
い
道
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
４
年
９
月
末
現
在
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　
財
政
経
営
課 （
☎
64
・
４
８
２
３
）

予算現額：187億9217万円
収入済額：   84億5237万円（収入率45㌫）

会計名 予算現額
歳入 歳出

収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険 30億9446万円 13億5624万円 43.8㌫ 12億528万円 38.9㌫

和泉診療所 9056万円 2241万円 24.7㌫ 3514万円 38.8㌫

後期高齢者医療 ５億5595万円 １億7585万円 31.6㌫ １億6746万円 30.1㌫

介護保険 42億5602万円 20億4754万円 48.1㌫ 16億5202万円 38.8㌫

農業集落排水 ３億2108万円 １億2180万円 37.9㌫ １億4771万円 46.0㌫

特別会計 特定の事業を行うため、一般会計と区別して経理するために
設けられている会計です

予算現額：187億9217万円
支出済額：   73億2891万円（支出率39㌫）

基金・市債・市税負担の各状況（特別会計、企業会計を含む）

区分 市民一人当たり 一世帯当たり

基金（貯金） 現在高：69億9871万円 22万4880円 60万2454円

市債（借金） 現在高：214億9882万円 69万792円 185万634円

市税負担 収入済額：23億1590万円 ７万4414円 19万9354円

※令和４年９月末現在の人口（３万1122人）と世帯数（１万1617世帯）で計算

企業会計 民間企業のように、事業で得た収入で支出を賄う独立採算制を原則とする会計です。
本市の場合、水道事業、簡易水道事業、下水道事業が該当します

会計名
収入 支出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 支出率

水道事業 １億9145万円 4687万円 24.5㌫ ２億6725万円 9201万円 34.4㌫

簡易水道事業 ２億2440万円 2384万円 10.6㌫ ２億4026万円 4862万円 20.2㌫

下水道事業 14億3569万円 ５億5161万円 38.4㌫ 16億8877万円 ５億6990万円 33.7㌫

一般会計歳入一般会計歳出

繰　越　金

市　　　債

そ　の　他

市　　　税

地方交付税

分担金
および負担金

使用料
および手数料

国庫支出金

県 支 出 金

繰　入　金

38億2749万円
23億1590万円（60.5㌫）

38億8628万円
（64.2㌫）

2178万円
691万円（31.7㌫）

2億579万円
8278万円（40.2㌫）

30億2427万円
3億280万円（10.0㌫）

18億5144万円

8億3242万円
0円（0㌫）

4億3325万円

10億3770万円
320円（0.3㌫）

15億803万円

予算現額

収入済額 （  ）内は収入率

2億6526万円（14.3㌫）

9億5971万円（221.5㌫）

6億2953万円（41.7㌫）

60億5000万円

保育所の保育料など

市民税や固定資産税など、市民の
皆さんが納めた税金

地方の財政格差をなくすため、
国から交付されるお金

公共施設や公共サービスの
利用者が納めたお金

市が行う特定の事業に対して、
国から交付されるお金

市が行う特定の事業に対して、
県から交付されるお金

積立金（基金）の取り崩しや他の
会計から繰り入れるお金

道路など公共施設を整備するなどの目的で、
国や銀行などから借り入れるお金（借金）

前年度から本年度に持ち越したお金

予　備　費

災害による被害箇所の復旧経費 災害復旧費

議　会　費

教育や文化、スポーツの振興などの経費 教　育　費

総　務　費

農林水産業の活性化などの経費 農林水産業費

商工業や観光の振興などの経費 商　工　費

道路や河川、公園の整備・維持管理などの経費 土　木　費

7億738万円（35.2㌫）

9366万円（75.3㌫）

6億3049万円（42.1㌫）

11億4953万円
4億1663万円（36.2㌫）

5億8821万円（36.1㌫）

20億2575万円
7億464万円（34.8㌫）

113億7876万円

1309万円

5億8246万円

予算現額

支出済額 （  ）内は支出率　

労働対策などの経費 労　働　費

市の借金の返済費用

予算編成時点では予期しなかった支出への対応費用

公　債　費

民　生　費介護や子育ての支援などの経費

市議会の運営経費

衛　生　費ごみやし尿処理、予防接種、健康診断などの経費

消防・救急救命などの経費 消　防　費

2115万円
367万円（17.4㌫）

地域づくりや防災、庁舎の維持管理などの経費

2億4806万円（42.6㌫）

16億2827万円

14億9895万円

1億2434万円

20億1064万円

9億757万円（34.4㌫）

1億9541万円
9877万円（50.5㌫）

26億4021万円

55億2361万円
22億2918万円（40.4㌫）

7億65万円（50.8㌫）

0円（0㌫）
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住民基本台帳　閲覧状況を公表します
　法律に基づき、住民基本台帳の閲覧状況を公表します。令和３年11月１日から令和４年10月31日までに行わ
れた閲覧は、次のとおりです。
　なお、個人情報保護の観点から、営利目的での閲覧は禁止されています。
問　市民生活・統計課 （☎64・4810）

閲覧年月日 閲覧者氏名 利用目的(委託者) 閲覧した住民の範囲

令和３年
11月９日

（一社）中央調査社
会長　境克彦

「家族の法制に関する世論調査」対象者抽
出（内閣府大臣官房政府広報室）

月美町および隣接地 
18歳以上の男女

令和４年
１月18日

（一社）福井情報技術協会
代表理事　三上和也

「福井県の社会貢献活動実態調査」対象者
抽出（県県民活躍課） 18歳～79歳の男女

２月10日
（一社）中央調査社
会長　境克彦

「宝くじに関する世論調査」対象者抽出（一
般財団法人 日本宝くじ協会）

阿難祖領家および隣接地
18歳以上の男女

５月30日 「日本放送協会（NHK）のテレビ視聴に関
する調査」対象者抽出（野村総合研究所）

城町および隣接地
16歳以上の男女

６月２日
（一社）福井情報技術協会
代表理事　三上和也

「県民の子育てに関するニーズ調査」対象
者抽出（県こども未来課）

13歳未満の子どもの
子育てを行っている親

７月５日 「福井県環境基本計画策定に関するアン
ケート調査」対象者抽出（県環境政策課） 20歳以上の男女

７月11日

（一社）中央調査社
会長　境克彦

「人権擁護に関する世論調査（たばこ対策
に関する世論調査）」対象者抽出（内閣府大
臣官房政府広報室）

右近次郎および隣接地
18歳以上の男女

８月８日 「社会と暮らしに関する意識調査」対象者
抽出（NHK放送文化研究所）

西市、中野
16歳以上の男女

８月22日 「くらしと環境に関する世論調査」対象者
抽出（株式会社 時事通信社 大阪支社）

美川町、篠座および隣
接地　20歳以上の男女

９月２日 （一社）新情報センター　
事務局長　山本恭久

「令和４年度消費者意識基本調査」対象者
抽出（消費者庁）

春日三丁目
15歳以上の男女

９月28日
（一社）福井情報技術協会
代表理事　三上和也

「ハートフル専用パーキング利用証制度に
関するアンケート調査」対象者抽出（県障
がい福祉課）

男女

10月３日 「福井県長期ビジョンの実現に向けた県民ア
ンケート調査」対象者抽出（県未来戦略課） 18歳以上の男女

10月６日 いやさか創研(株)
代表取締役　髙原裕一

「芸術･文化に関する県民意識調査」対象者
抽出（県文化課） 18歳以上の男女

10月20日 （一社）中央調査社
会長　境克彦

「男女共同参画社会に関する世論調査」対
象者抽出（内閣府大臣官房政府広報室）

木本および隣接地
18歳以上の男女

10月31日 （一社）福井情報技術協会
代表理事　三上和也

「人権問題に関する県民意識調査」対象者
抽出（県地域福祉課） 18歳以上の男女

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

　武田社ワクチン（ノババックス）とモデルナ社ワクチン（従来株とＢＡ. ４－５の２価ワクチン）が、３～５回
目接種に使用可能となりました。接種券が手元にある人から順次予約、接種ができますので、早めの接種をお
願いします。

ワクチンの種類 接種対象者 接種間隔
ファイザー社ワクチン従来株とＢＡ. １
またはＢＡ. ４－５の２価ワクチン

初回接種（１、２回目）を
完了した12歳以上の人

最終接種日から３カ月以上
モデルナ社ワクチン従来株とＢＡ. １ま
たはＢＡ. ４－５の２価ワクチン 初回接種（１、２回目）を

完了した18歳以上の人武田社ワクチン（ノババックス）従来株の
１価ワクチン 最終接種日から６カ月以上

オミクロン株対応ワクチンの早期接種をオミクロン株対応ワクチンの早期接種を

■12歳以上の人への追加接種

　これまで２年間、年末年始に新型コロナウイルス感染症は流行しています。流行に備えて、接種の対象となっ
ている人は早めの接種をご検討ください。ワクチンの接種は、感染症の発症を予防するとともに、重症化を予
防する効果もあります。

年末年始を安心して過ごすために年末年始を安心して過ごすために

※上記のワクチン（令和４年秋開始接種）いずれかを１回接種したら接種は終了します

■11歳以下の人への追加接種
ワクチンの種類 接種対象者 接種間隔

ファイザー社ワクチン
（６カ月～４歳用） 生後６カ月～４歳

初回接種（１～３回目）
接種１、２回目を原則３週間間隔で接種した
後、８週間の間隔を空けて１回接種

ファイザー社ワクチン
（５～11歳用） ５～11歳

初回接種（１、２回目）
原則３週間の間隔を空けて２回接種

追加接種（３回目）
２回目から５カ月の間隔を空けて１回接種

接種できる医療
機関はこちら▼

接種できる医療
機関はこちら▼

　新型コロナウイルス感染症から回復した後も、後遺症としてさまざまな症状（せき・たん、味覚・嗅覚障害、
倦
けんたい

怠感など）がみられる場合があります。
　症状が続く場合は一人で悩まず、まずはかかりつけ医や身近な医療機関（入院治療を受けた医療機関など）
を受診してください。　
　治療は、対症療法が中心で時間がかかる場合があり、家族や職場など周囲の理解も
重要となります。後遺症への理解を深め、適切な配慮を心掛けましょう。

新型コロナウイルス感染症の後遺症　～理解を深めて適切な対応を～

問　健康長寿課 （☎65・7333）
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第第1818回　チャレンジ！ゼロカーボン回　チャレンジ！ゼロカーボン

宅配便は１回で受け取りませんか宅配便は１回で受け取りませんか
問　環境・水循環課 （☎64・4828）
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　各小中学校の特色ある取り組みを紹介する、シリーズ「ガク活」。第６回は
富田小学校と上庄中学校の取り組みを紹介します。
問　教育総務課 （☎64・4827）ガ

ク活
シリーズ

ともだち大好き　富田っ子ともだち大好き　富田っ子

SDGs目標 №４.質の高い教育をみんなに

Tradition to Fusion  伝統から融合へTradition to Fusion  伝統から融合へ
　上庄中学校ではこれまでの伝統を尊重しつつ、新たな学校づくりを目指しています。今回はＩCT（情報通信
技術）との融合について紹介します。

■すきすきメッセージ
　15年前から、自己肯定感、自己有用感を高めるために全校で取り組んで
いるすきすきメッセージ。メッセージには、友達や自分の良いところなど
を書き、いつでも誰もが読めるように廊下に掲示しています。
■ＮＩＥ（教育に新聞を）
　本年度より、ＮＩＥ研究実践校に指定され、新聞やデジタル教材（ふくｅ
刊）を学習教材として活用しています。興味のある新聞記事を見つけ意見を
書き溜めていく「新聞ノート」、テーマに合った新聞記事を集めた「壁新聞」、
家族と一緒に読む「ファミリーフォーカス」など、各学年が工夫しながら取
り組んでいます。そのほか、新聞記事を基に全校で感想や意見を言い合っ
て交流する「新聞スピーチ集会」を実施しました。少しずつ社会への関心が
高まり、考えが深まってきています。

■地域の自然
　毎年４年生とその保護者が学校近くの内川へ出かけ、生き物観察会やご
み清掃を行っています。専門家の話を聞きながら、じっくり身近な川の生
物を観察します。環境を守るために自分たちができることを考えています。

 　富田小学校は、「ともに学び　あすをきりひらく子の育成」を教育目標に掲げ、「と もだち大好き富田っ子、
み んなにあいさつ富田っ子、た い゙じな命だ富田っ子」を合言葉に、地域や家庭から応援される学校を目指して
教育活動に取り組んでいます。

■朝のあいさつ
　朝、登校してくる生徒に対して教員や生徒会があいさつする光景はどの
学校でも見られることです。本校ではあいさつに加えて、季節や行事など
に合わせた音楽と生徒が活動している写真のスライドショーで生徒を出迎
えています。
■オンライン授業
　コロナ感染や濃厚接触による出席停止となっている生徒にはオンライン
授業で対応し、学びを止めません。黒板とタブレット端末を併用すること
により、生徒が端末に入力した考えを全体で共有しながら授業を行なって
います。
■学校行事
　感染症対策の影響もあり中止となった学校行事もありましたが、生徒の
成長のため、伝統的な学校行事はできる限り実施しています。秋の新人大
会の壮行会では、上庄の生徒らしい温かさのあるエールのやりとりが見ら
れました。文化祭では生徒の活動の様子を保護者がいる別教室に動画配信
するなど、これまでにない方法で情報発信することを試みています。
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木

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※
●市議会本会議（予定）

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

●ごみの年末受け入れ
●�住民票などのコンビニ交付
　停止

水

３歳児健康診査
　後１：10～２
　保健センター（結とぴあ内）

火

健康プラスデー　前９～正午
　保健センター（結とぴあ内）
頭シャキーンいきいきOH!
脳音読会
　前10：30～11：30　図書館
健康栄養相談　前11～正午
　保健センター（結とぴあ内）
●市議会本会議（予定）

元気づくり体操クラブ
　前10～11　下庄公民館
１歳半児健康診査
　後１：10～２
　保健センター（結とぴあ内）

月

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※
●市議会本会議（予定）

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

日

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

マイナンバーカード休日交付
窓口（要予約）☎64・4810
　前９～正午
心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

●ごみの第４日曜日受け入れ
心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

家庭の日

大雪 針供養

官庁仕事納め

青少年育成の日

冬至食育の日

４

11

18

25

世界エイズデー
省エネルギー総点検の日

５

12

19

26

６

13

20

27

１

８

15

22

29

市民カレンダー市民カレンダー12月

７

14

21

28

人権相談・行政相談 １・15日 後１：30～３：30
結とぴあ ☎64・4820

（総務課）無料登記相談 14日 後１：30～４

法律相談 ８・15日 後１～４ 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要予約

【保健関係】
各種相談日各種相談日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先

育児相談会 １・15日 前10～11 保健センター（結とぴあ内） ☎65・7333
（保健センター）

育児不安解消サポート事業
（おひさま広場） 15日 前10～11：30 勝山市子育て支援センター ☎66・2076

（奥越健康福祉センター）

心の健康相談 ７・21日 後２～４

奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ６・20日 前９～11

女性相談 １・５・８・15・19・22日 前９～後５

補聴器相談 19日 前10～正午
結とぴあ ☎64・5142

（福祉課）ストレス相談 ８日 後２～４

要予約

要予約

要予約

　今月は後期高齢者医療保険
料（普通徴収）の納付月です！
・後期高齢者医療保険料（普通

徴収）　第６期

◆納期限　１月４日（水）
※普通徴収は、年金から保険料が

天引きされない方が対象です。
市発行の納付書で、金融機関な
どで個別に納めてください

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。
※マイナンバーカードの交付窓口は午後７時まで
　午後５時15分以降は要予約☎64・4810

雪に備える週間（１日～７日）

障がい者週間（３日～９日）

人権週間（４日～10日）

北朝鮮人権侵害問題啓発週間（10日～16日）

年末の交通安全県民運動（11日～20日）

■

■

■

■

■

土

心のおやつの時間
　後２：30～３　図書館
あそぼう百人一首
　後３～４　図書館

マイナンバーカード休日交付
窓口（要予約）☎64・4810
　前９～正午
心のおやつの時間
　後２：30～３　図書館

絵本の部屋
　前10～正午　図書館
うきうき！ボードゲームクラブ
　前10：30～11：30
　図書館
自然あそび
　後２：30～３：30　図書館

●住民票などのコンビニ交付
　停止

金

元気づくり体操クラブ
　後１：30～２：30
　下庄公民館

●ごみの年末受け入れ
●住民票などのコンビニ交付
　停止

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
結婚相談・女性悩みごと相談

（レディース・トラブル・バスター） ３・７・14・21日 後１：30～３：30 結とぴあ ☎64・5140
（こども支援課）

年金相談 22日 前10～後３：30 大野商工会議所 ☎0776・23・4518
（福井年金事務所）

臨床心理士による教育相談 １・８・15・22日 後１～５ 青少年教育センター ☎66・6650
（教育総務課）

心配ごと相談 ８・15日 前９～正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

要予約

要予約

休館日休館日
休日急患診療
（☎65・8999）

【診療科目】
　小 児 科（日･祝日のみ）・内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  後１～９（３・10・17・24日）
　日・祝日など  前９～後９（４・11・18・25・31日）

２

９

16

23

30

【中小企業相談】（商工業に関する相談）
経営（商業） ８日 後１～４

大野商工会議所
☎66・1230

※相談日の前日までに予約してください

労働 ９日 後１～４
金融（日本政策金融公庫・中小企業事業） 13日 後１～３
法律 15日 後１～４
税務 22日 後１～４
事業承継 20日 後１～４
司法書士相談 21日 後１～４
夜間相談 １・15日 後５：30～８
和泉地区相談会 開催しません （会場）和泉ふれあい会館

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約
要予約

要予約

３

10

17

24

31

今 月 の 納 税

★ 納税は、便利な口座振替をご
利用ください

国民健康保険税　第６期分
固定資産税　第３期分

◆納期限  12月26日（月）

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 29～31日
公民館 29～31日
図書館 ５・12・18・19・26・29～31日
本願清水イトヨの里 ５・12・19・26～31日
水のがっこう ３・４・10・11・17・18・24・25・27～31日
歴史博物館・民俗資料館 27～31日
越前大野城 冬季休館（～３／31まで）
笛資料館

冬季休館（～３／31まで）
和泉郷土資料館
武家屋敷旧内山家 27～31日
武家屋敷旧田村家
文化会館 ５・12・19・26・29～31日
COCONOアートプレイス ５・12・19・26～31日
B&G海洋センター ５・12・19・26・29～31日
エキサイト広場 ７・14・21・28～31日
あっ宝んど 13日
うらら館 ５・12・19・26日
平成の湯 ６・13・20・27日
結とぴあ（有終会館） 29～31日

各種検診日各種検診日
問い合わせ先：予約専用ダイヤル
（☎64・5679　午前９時〜午後５時）

実施日 時��間 会　場
２日 前８：30～10：30 結とぴあ
11日 前８：30～10：30 結とぴあ

実施日 時��間 会　場
２日 前８：30～10：30、後１：15～２：15 結とぴあ
11日 前８：30～10：30 結とぴあ

【大腸がん検診】　

【子宮頸がん検診・乳がん検診】　

【生活習慣病健診・肺がん検診・胃がん検診・前立腺がん検診・肝炎検査・ピロリ菌検査・風しん抗体検査】

実施日 時��間 会　場
２日 後１：15～２：15 結とぴあ
11日 前８：30～10：30 結とぴあ

師 走師 走
しわすしわす
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